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　狭
さ

野
の

神社の「苗代田祭」は，五穀豊
ほう

穣
じょう

と子孫繁栄を祈願し，古くから受け継がれてき
た伝統行事です。
　毎年２月18日，狭野神社の社殿横の一角を御

ご

神
しん

田
でん

に見立て，神聖な境内にて執り行わ
れます。神職による厳かな神事の後には，牛役と主婦役が登場し，苗代づくりや田

た

掻
か

き
の様子を再現します。その際，この地方の方言を用いながら，その年その時々の世相や
身近な話題を織り交ぜた軽妙な会話が交わされ，笑いを誘う動作で会場を和ませます。
牛を「ベブ」，主婦を「ハホ」と呼ぶ方言に由来し，祭りは別名「ベブがハホ」とも呼
ばれています。
　厳かさと親しみやすさを併せ持つこの祭りは，1999（平成11）年に宮崎県無形民俗文
化財に指定され，地域の誇りとして大切に守り伝えられています。神社という特別な空
間で行われる本行事は，農耕文化への感謝と人々の暮らしの知恵を伝え，世代を超えて
地域の絆を育み続けています。訪れる人々に温かな笑顔と日本の原風景を感じさせる，
貴重な民俗行事です。
� （写真および文：高原町観光協会）

表紙写真説明：シリーズ農村の伝統祭事

苗
なえ
代
しろ
田
だ
祭
さい

（宮崎県　高
たか
原
はる
町
ちょう
）


